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◆
つ
な
が
る

◆
つ
な
が
る

①
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
誘
致
に
向
け
た

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
配
置　

　

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
の
誘
致
に
向
け
、

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
滞
在
宿
泊

施
設
の
情
報
提
供
等
を
進
め
る
こ
と
で

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図
る
も
の
。

・
事
業
費
（
隊
員
報
償
費
と
活
動
費
補

　

助
金
）　
　
　
　
　
　

４
５
７
万
円

②
二
地
域
居
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置

　

昨
年
度
に
新
た
に
配
置
し
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
継
続
し
、
二
地
域
居

住
に
関
す
る
情
報
発
信
や
相
談
体
制
の

強
化
、
滞
在
施
設
の
設
置
等
を
進
め
て

い
く
も
の
。

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
報
償
費
と
活
動

　

費
補
助
金　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

③
事
業
承
継
の
推
進

　

市
内
事
業
所
の
事
業
承
継
を
促
す
た

め
、
事
業
承
継
支
援
機
関
に
委
託
し
、

金
融
機
関
向
け
研
修
会
の
開
催
や
事
業

所
訪
問
を
実
施
す
る
も
の
。

・
事
業
承
継
推
進
業
務
委
託　

95
万
円

④
沼
田
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
60
周
年
記
念
事
業

　

群
馬
県
沼
田
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

が
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
８
月

に
開
催
さ
れ
る
沼
田
ま
つ
り
へ
の
市
民

号
に
よ
る
訪
問
や
物
産
展
等
を
企
画
。

・
実
行
委
員
会
補
助
金　

90
万
円
ほ
か

⑤
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
金
の
新
設

　

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
よ

る
子
育
て
・
就
学
支
援
、
高
等
学
校
の

存
続
に
よ
る
地
域
力
の
維
持
、
公
共
交

通
の
利
用
促
進
に
よ
る
渋
滞
緩
和
等
を

目
的
に
通
学
定
期
費
用
に
対
す
る
補
助

を
行
う
も
の
。

・
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
金

900
万
円

⑥
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

（
補
助
制
度
の
新
設
）

　

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向

け
、
新
た
な
補
助
制
度
を
設
定
。

・
文
化
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
支
援
補
助
金

30
万
円

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
費
補

　

助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

⑦
新
し
い
文
化
と
交
流
の
創
出
拠
点

と
な
る
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討

　

教
育
委
員
会
移
転
後
の
中
央
公
民
館

の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
図
書

館
機
能
と
公
民
館
機
能
の
一
体
化
に
よ

る
新
し
い
生
涯
学
習
拠
点
の
整
備
を
目

指
す
も
の
。

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
経
費
60
万
円

◆
危
機
管
理
投
資

⑧
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置　
　

　

避
難
所
機
能
の
強
化
と
教
育
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
下
田
中
学
校
屋
内

運
動
場
（
体
育
館
）
と
武
道
場
に
空
調

設
備
を
設
置
す
る
も
の
。

・
実
施
設
計　
　
　
　
　

672
万
１
千
円

⑨
災
害
対
策
用
品
等

購
入
費
補
助
金
の
新
設

　

自
助
の
強
化
を
図
る
た
め
、
災
害
対

策
用
品
（
防
災
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
）
を
購

入
し
た
費
用
の
１
／
２
、１
件
当
た
り

上
限
５
千
円
を
補
助
す
る
も
の
。

・
災
害
対
策
用
品
等
購
入
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

100
万
円

⑩
耐
震
改
修
支
援
制
度
の
推
進　

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
を
防
ぎ
、
一

人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
昨
年
度

か
ら
安
価
で
効
果
的
な
耐
震
改
修
（
低
コ

ス
ト
工
法
）
に
対
す
る
独
自
支
援
制
度
を

設
け
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
推
進
。　
　
　
　
　
　
　
　

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
金

１
，
４
５
０
万
円

・
防
災
ベ
ッ
ド
整
備
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円
ほ
か

⑪
伊
豆
縦
貫
道
建
設
促
進
事
業

　

（
仮
称
）
下
田
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
に
お
い
て
、
地
域
振
興
や
防
災

等
の
多
機
能
な
拠
点
と
な
る
道
の
駅
整

備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
費
用
の

ほ
か
、
（
仮
称
）
箕
作
広
場
の
整
備
工

事
費
等
を
計
上
。

・
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託　
　
　

２
，
７
０
０
万
円

⑫
消
防
団
第
６
分
団
統
合
詰
所
整
備
事
業

　

津
波
浸
水
域
内
に
あ
る
第
６
分
団
第

１
部
詰
所
（
吉
佐
美
）
及
び
老
朽
化
し

た
第
６
分
団
第
２
部
詰
所
（
大
賀
茂
）

を
統
合
・
再
編
し
、
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
を
備
え
た
新
た
な
消
防
団
詰
所
を

整
備
す
る
も
の
。

・
第
６
分
団
統
合
詰
所
建
設
工
事
監
理

業
務
委
託　
　
　
　
　
　
　
　

350
万
円

・
第
６
分
団
統
合
詰
所
建
設
工
事

１
億
３
，
０
０
０
万
円

⑬
田
牛
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　

田
牛
地
区
に
お
い
て
、
静
岡
県
第
４

次
地
震
被
害
想
定
（
レ
ベ
ル
１
）
に
応

じ
た
海
岸
保
全
施
設
（
堤
防
・
水
門
・

陸
閘
）
の
整
備
を
行
い
、
津
波
被
害
の

軽
減
を
目
指
す
も
の
。

・
護
岸
設
置
工
ほ
か

１
億
３
，
０
０
０
万
円

⑭
庁
舎
建
設
事
業

　

５
月
の
全
面
開
庁
に
向
け
、
施
工
中

の
外
構
工
事
の
ほ
か
、
移
転
関
連
費
用

を
計
上
。
移
転
後
の
東
本
郷
庁
舎
用
地

に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
等
の

事
業
手
法
等
も
含
め
、
伊
豆
急
下
田
駅

周
辺
地
区
一
帯
と
し
て
の
整
備
基
本
構

想
を
策
定
し
て
い
く
。

・
新
庁
舎
整
備
工
事
（
外
構
）

　
　
　
　
　
　

５
，
３
０
０
万
円
ほ
か

令和８年度　主な事業令和８年度　主な事業

◆
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ

◆
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一般会計予算125億5,200万円の内訳

特別会計及び事業会計当初予算

200万円
730万円
400万円

28億5,300万円
27億3,700万円
5億3,700万円
12億2,380万円
18億7,860万円

3,610万円
92億7,880万円

-9.1%
-2.7%
-79.8%
-2.2%
0.5%
8.5%
-2.9%
24.9%
-1.9%
3.5%

増減率予 算 額特 別 会 計
稲 梓 財 産 区
下田駅前広場整備事業
公 共 用 地 取 得
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
漁 業 集 落 排 水 事 業

合 計

歳出の性質別構成比率

人件費

扶助費

公債費

補助費等

物件費

維持補修費

普通建設事業費

災害復旧事業費

繰出金

積立金

投資及び出資金

義務的経費
43.7％

性　質 区　分 構成比率

消費的経費
35.3％

投資的経費
8.5％

予備費
0.4％

その他の経費
12.1％

19.4％

15.9％

8.4％

16.8％

18.1％

0.4％

8.5％

0％

9.0％

2.6％

0.5％

0.4％

県支出金
6億9,436万円
5.5%

国庫支出金
16億3,560万円
13.0%

地方交付税
36億円
28.7% 市債

7億2,050万円
5.8%

市税
27億9,760万円

22.3%

地方消費税交付金ほか
8億3,787万円
6.7%

繰入金、諸収入ほか
22億6,607万円

18.0%

自主財源

自依
存
財

源

主
財

源

依存財源
50億6,367万（40.3％）
74億8,833万（59.7％）

予備費ほか
4,401万円 0.4%

議会費
1億739万円
0.9%0.9%
商工費
3億7,181万円
3.0%3.0%
農林水産業費
3億7,624万円
3.0%3.0%
消防費
6億4,051万円
5.1%5.1%
教育費
9億7,214万円
7.7%

公債費
10億5,344万円
8.4%

衛生費
13億431万円
10.4%

土木費
14億4,833万円

11.5%

総務費
23億5,143万円

18.7%

民生費
38億8,239万円

30.9%
歳 出
125.5
億円

歳 入
125.5
億円

◎
用
語
解
説

一
般
会
計
…
市
の
行
政
運
営
に
係

る
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

特
別
会
計
…
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
と
区
別
し
て
別
に
処
理
す
る
た

め
の
会
計

自
主
財
源
…
市
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る
財
源

依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
収
入

一般会計当初予算の推移（過去5年間）
140

100

135

130

105

110

115

120

125

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

（億円）

予備費

令
和
８
年
度

予
算
概
要

　

当
初
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
及

び
全
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
て
、
２

１
８
億
３
，
０
８
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
７
億
５
，
５
２
０
万
円
、

３
・
３
％
の
減
と
な
り
、
各
会
計
間

の
重
複
額
を
除
い
た
純
計
額
は
、
２

０
４
億
３
，
１
５
４
万
４
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
８
億
３
，
３
０
７
万

５
千
円
、
３
・
９
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
一
般
会
計
は
１
２
５
億
５
，

２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

10
億
６
，
８
０
０
万
円
、
７
・
８
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
（
性
質
別
）
に

つ
い
て
は
、
自
主
財
源
が
50
億
６
，

３
６
７
万
２
千
円
で
歳
入
全
体
の

40
・
３
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ

６
，
６
５
４
万
９
千
円
の
減
、
依
存

財
源
は
74
億
８
，
８
３
２
万
８
千
円

で
歳
入
全
体
の
59
・
７
％
を
占
め
、

前
年
度
に
比
べ
10
億
１
４
５
万
１

千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。


